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第1草青年について

( 1 ) f情緒把大化Jする1970年代の青年

( 2 ) 「対人関係が苦手jという日本の青年像

( 3 ) 現代日本の青年後に関する

第2章調査の方法と結果の分析

( 1 ) 調査の概要

( 2 ) る「深い友人関係J

にみる「深い友人関係の希求」と「友人関係の

しさJ

2) 「群れ指向詐J、「関係回避群」、「個別関係群J

3) 「f国別関係群」の減少と f個別関係群jの希求の増加

( 3 ) 高校生が意識する「深い友人関係jと「浅い友人関係J

1 ) 調査結果にみる‘「役割別に捉えられる友人J

2) 関係に応じた「自己の変化J

3) 肯定的に捉えられる関係に応じた「自己の変化J

第3章 エリクソンにおける高校生の発達段階と

( 1 ) 青年期に不可欠なものとしての「アイデンティティの拡散」

( 2 ) 「アイデンティティの拡散」を経験しないことの危険性

( 3 ) アイデンティティ
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序

に関する な 1＝~1 で、 自身 どのよう

ることを日tlヲ

とする。さらに、

年に当てはまるのか、「病！？引であるという しているのではないか、と

いっ るQ

第1 しE る。当時の研究

を吟味すると、 したわけでもないことが分かる。

1970年代の研究は、 をも分析の対象としており、

年後を分析するにあたっても る。

第2章では、現代の1!f年自

の希求と「友人関係J

関係jと「浅い友人関係j

した5虫自のアンケートを主主に、 「深い友

方の難しさについて、あるいは高校生が意識する「深い友人

る。ここでは、現代青年を包括的に捉えるのではなく、

タイプ別にカテゴリ－1とする碕究や、僧として
研究を取りあげ、比較検討する。

るlごI己Jの使い分けに注目した

第3章では、第2章において言及した「自己の使い分け」との関連から、アイデンティティにつ

いての研究を取りあげる。アイデンティティに関する研究は、西洋社会において生きる自

としたものである。西洋において、 fアイデンテイティの拡散Jもま るものとして、必

ずしも否定的に捉えられているわけではないが、日本においては、否定的にというより肯定的にす

ら捉えられている可能性があることについて論究する。

第1章、第2章、第3章を通じて、批判的に語られがちな「現代の青年像jがすべての青年に当

てはまるわけではないこと、青年自身は（の1HIJからみると）、自身の友人関係をそれほど否定的に

は捉えていないことについて明らかにしていく。

についての先行研究

( 1 ) 子摺錯肥大北jする1

（とりわけ高校生）が考える友人関係について考察していくが、その前に、

（とりわけ高校生）たちは、友人関係をどのように捉えていたのだろうか。

松原治部は1974年に著した f日本青年の意識構造Jの中で、当時の調査を

している 10 その中で、友人関係の捉え方についても

.／，：川、，.，，，，品工十郎以申仕 また委託した、

究j(1968年12月実施）、 f青少年の連苦感などに関する調査j(1970年10月

にした主な

と行動の特賓に関する研

である。松原の研究では、世界各国の青年との比較も交えて、 1970年前

よりも

松原の論考について概観するむ

について触れられているが、調査の対象となった「青年Jには、

まれているの以下では、先ずは、青年一般の意識調査結果と
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る Jj Jに る iヨ ていくと、

これは欧米の2

ないが、 におい

とれるとされて また、

りし

しているむこれを踏ま

だといわれているが、

日

あ

る

を望んでいる」のだが、

と競争するようにのみしむけられてきているだけに、

けられたという経験をすることが多しづと

め、入と入と

、しかも子どものときから

求めても得られないことjが多かったり

述べている

以上のよう

る。臼

として、松鼠は「ドライJと「情結把大化jの2点 してい

とら

な人間接触に舗値の

る

いる。そして、 な

という。ここでの

まnていることの

であると述べている。

し、 1975年まで

いた。 60年代から70年代の日

e 経済的状況は、

えていた。例えば、

ようになった。その内容は、

テストも開始されたりこうし

と学習についていけない、いわゆる

な

ものであり、 と新しいカワキュラム

こぼし」の子どもが増加し、

題となった。さらに

溺が広がり、大学受験と

ている。このよう

のである。それまでの価値観が大きく変化し、

間関係を求めつつもそれが実現できずに「不安J

より、高学！援を或得し高い収入を得るエリートをiヨ指す風

るようになった。 1970年代には高校進学率が9割
｝ 

」－ となっている

入

きく えていたことは ないだろう

( 2 ) という告

は、松原が取りあげた1972年の第 1恒iから約 5年ごとに実施されており、

7回の調査が2003年に行われている。調査は18歳から24歳までの男女を対象とし、

用いた個別面接で、各国とも1000サンプル毘奴を原期として行われている。毎

されていたが、第7回の調査対象国は、日本、アメリカ、 ドイツ、スウェーヂン、国11カ
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5カ国である。

第l[IT!から第7HIIまでの；友人関係に 日をみてみると、第7 日

友人関係における ると98.1パーセントとなっており、

が始まった頃に比べ、

い。第 7[TI！の調査において親しい友人がいる

いる。これは、各国と比べても変わりはな

96. 7パーセントとなっており、各国と比べて

も抵い数字ではない。ただし、

と間接であるが、 El

も多く、他国の長i

に比べて10パーセント以上低かったむ

友入 となった飽

国でも共通している九

1998年lこ行われた第 6 f友人と し

内Iii手が怒っているときに、うまくなだめる」悶nらない人とでも、すぐに し

合いの輪の中に、気軽に参加するJ「1HJか失敗したときに、すぐに謝るj1§1分と

ている人とうまくやっていくjの5 自について、「いつでもできる」 fなんとかできるj「できな

いJ「わからないjという たもので、ある。

日本青年が fいつでもできるJと した項自で一番多かったのは、 11巧か失敗したときに、す

ぐに謝るjという項目であり、 55.2パーセントである。しかし、どの項目においても「いつでもで

きる」と回答する割合は、対象となった11カ国の中で低い方に位産する。日本青年が fできない」

と回答した割合が‘番高かった項目は、日I]らない人とでも、すぐに会話をはじめるjであり、

23.6%であったO 次に高かったのが「岳分と を持っている入とうまくやっていくJと

いう項目で17.9パーセントとなっている。これらの二つの項目については、アメリカ、イギリス、

フィンランドでいずれも fできないjと回答した割合が低く、アジア地域の国々やロシア、 ドイツ、

フランスでは、日本と同じ位かそれ以上の割合で fできないJと回答しており、各国の文化や習慣

も回答結果に関係しているのではないかと推測される。これらの回答結果からは、日本青年が、比

較的自分の生活や友人関係の外にいる入時と付き合うことを苦手としているというノことがいえるだ

ろう。また「相手が怒っているときに、うまくなだめるjについて、「いつでもできるJと沼答し

自の中では一番低い。このことは、日本青年が、相手に干渉することには極めて

うかがえる。また概して、各国と比較して、日本青年に特に「できないJ

という回答が白 日はなカミった，j0 

( 3 ) 現代日 る否定的な克解

1960年代後半から70年代前 とした松原の分析から約40年の問、友人関係に る

日 したといわれてきた。そして昨今においても、

るという見方が各方面からなされていることが多い。

速水敏彦は、現代の若者は、自尊感情がi尽く、他者軽視傾向することで得る iJ{ 

と、この「仮想的有能感jも低い萎縮型が多いことを指摘している九また諏訪哲二は、

会状況や教育制度の変化などにより、子どもがいつまでも f全能感jを持ち続けていることを指摘

している 60 本来、人間は、学童期から青年期、そして成人期にかけて、裏づけのない自尊感情を
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とすり

見

られている。

このような

があると忠われるむしかし、

ているような問；忍ばかり

し亙

ろうか。

2 

( 1 ) 

第1章では、

緒班大化Jする

と

f11jされながらも、その後自 られた自

よれば、現代

ようになると

のまま大人になることには、 きな

いる

ているのだろうか。

ところ、どのよう

していく

どのように行動しようと

く

;r'l 

きな

しているのだ

ける f友人関係の捉え方Jを検討するための前段階として、

とする日本の青年の傾向、および現代の日本青年像に関する

否定的な見解について指捕した。現代の青年像については、｛患にも「内省が乏しいj、

自指rr:rJJ、「モノによる差異化」、 f自己の断片化」、 f自分さがしの長期化ム「向調的ひきこもりJ、

あるいは「自己愛の強化jなどの出極的な像をあげることができる。このよう

し、実際のところ、現代の高校生が、彼（女）らの友人関係についてどのよう もっている

かを捉えるために、次のようなアンケート調査を実施したり

8月、「学びの社 人開発達科学探究講座（サマースクール）J参加者41名（男性6

女性35名。）を対象に、「高校生の意識に関するアンケート調査jと題して、アンケート

した。被調査者の年齢の範圏は16-18歳である。また、この（高校生を対象に実施した）アンケー

ト結果と比較をするために、「大学生の意識に関するアンケート調査」と題して、平成19年8月、

「それが誰」

（男性30名、女性46名。） を対象に、ほほ同じ内容のアンケート

は20-22J;設で、ある。

ことができる人の有無」を向き、「有りjを選んだ入には

り、「その入に何を求めるかjについて回答をもとめた。また、「自身の喜びをま

たいかj について開いた。その他、友達｛寸き合いに関して日i~ く関わるべきかどうか」

について開いた。大学生に実施したアンケートは、ほほ高校生のものと同じであり、友達付き合い

について、あるいは大学に入ってから、人関関係に関する考え方が変化したかどうかについて、自

由記述の項目を追加した。以下、本章でアンケート調査の結果を分析していくが、その際、現代の

いて、極論することなく包括的に捉えようという立場の研究を適宜、参照した。

( 2 ) 

1 ) 

アンケートでは、

ると、

と しさJ

「友人と深く関わらない方が良い」と答えている。大学生と比

と深く関わる」方を選ぶ割合が1割程度多いむその理由とし
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生の自 には、 f友人と深く関わるjことによって自

できる、あるいは深く関わっていない人はそもそも

「深く関わらなしリ方を選ぶ理出として、

とお互し＝にとって良くないJ、あるいは

この結果からは、現代においても、

を求めていることが分かる。

と

している。 1970年代の松原の婿究においては、この原iまi

ながる、

という

た。

ることが

ったO 逆に

く関わる

しいものjと

あるとしていた。現1tの

とって、どのような理由から、人間関係は「難しいjと認識せざるを得ないのであろうか。

しては、 J 面的で単純な青年後によ持部答することもできるむしかしながら、ここで

はその前に、青年の実態をより慎重に把捉するタイプの研究（探念的枠組みの可能性）につい

察してみたい。

2) 1i圏別競｛系詳J

るタイプの持！：究として、 よる研究 る。岡田は、

をめぐる消極的イメー

すべて にとって人間

まったわけではないこと、 ii) 

れたものであること、 iii）「今どき

だけになってし

イメージが複合さ

とは必ずしもいえないこ

との三点である＇ o 岡田によれば、青年は、大入と子どもの境目にいて っきりしない

界人jであり、身体的変化の思春期に対して心理的変化の時期の意味を持つ。 まりはヰi

ら高校生にかけての年代であり、終わりについてはかなり広い年代に分布しているという立

とる九したがって、本積で分析する高校生の年代は、岡田の考える青年期に含まれることに

なる。

岡田は調査を始めるにあたり、発達心理学・青年心理学の一般的な見解において～

関係には、お互いの内面に触れ合うよう

ている。一方で、、

けないよう

係で済ませるという

いる九このような見解については、第 1

のである。

岡田は具体的に、青年（中・高・

ることを指摘し

り、友人から低い評価

けあわないように気をつかって、表面的にだけ円i骨な関

ら指摘されるようになったという事実を念頭に置いて

( 1 ）で考察した1970年代の青年にも当てはまるも

を「群れ指ltiJf浮j f個別関

（伝統群）の三つの群に分けている 100 第一の「群れ指向群jは、深刻さを避けて楽しさ

め、友人といつも一緒にいようとする群である。しばしばこのような青年像は否定的に取句あげら

れることが多し、第二の f関係回避群J（友人関係に距離をおいた関わ母方をすることで傷つけあ

うことを避けるグループ）は、当たり障りのない会話で済ませて、友人との内面的な関わり

る｛填向を持つ群である。この青年後についても、「病的なものJとして語られることが多い。

f個別関係群」は、多くの友人より一人と付き合うなど、友人と倍加的で深い関わりを求める
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ある 110 f飼別 とII手ぶことから、開i王iカf「1t雪l5JIJ 関係i洋Jを

とみていることが合かる。「個別関係fl引はいわゆる過去の青年像であり、このよう

にまだ存在することを岡田は明らかにしようとしたのである。

三つの群の1if年は、それぞれ異なるタイプの友人を求める。「群れ指戸Dl洋Jが求める友人は遊び、f中

間としてのそれであり、「関係、回避群Jは友人に物理的な近さを、 11tQI別関係群j

る

いため、

は他人からの視線や評告fiにおびえており、「関係回避群jは自

iヨ・ 1£’賛欲求Jや「｛患者評価過敏jが高いため、｛塩入か

i宣

については、岳

されないことをおびえるため対人恐怖となる

自己主張性が他のグループより高く、自分自身を

！~I 己愛を育むと、岡田は肯定的にみているヘ

3 ) 「｛自民関係詳jの減少と f儲別関様群Jの希求の増加

現代においては f個別関係群」が減少し、 11咋れ指向群」が多くなったという。表面的な関わり

ない若者カf年齢と共に増加するようにみえる。しかし岡田によれば、このことは、むしろ

とのつながり ことカミで、きる えているという としてみるこ

ともできるという i九社会的スキルを獲持しているかどうかについていえば、「関係回避群Jゃ

れ指向;fl$Jよりも「f国別関係群jの方が低いからである 160 

自身が友人関係について「表面的であるJと自覚しているかどうかについては、「表面的な

関係jをとっているのは周りの友人の方で、あり、臼分はそうではないと考えているという

がある 170 したがって、自身の友人との付き合い方が「表面的であるjという意識を持っているわ

けではなく、創られた若者像に皆が合わせていった結果、それが本物の青年の行動になってしまう

のではないかと岡田は危倶する180 

「友人と深く関わりたい」と望む青年が7割近くいたという本稿でのアンケート調査の結果と、

「個別関係群jが減少しているという｜青田の指摘を照らし合わせると、「群れ指向群jや「関係回

の中にも「個別関係群jの性格を取り入れたいと希求する青年が多いはずだということが推

きる。次に、青年後を忽括的に捉えるタイプのもう一つの研究として、一人の青年の中にある

「自己の使い分け」に着目した、佐久間路子による研究を参照しながら、本アンケート

分析していくことにする。

( 3 ) 高校生が、意識する「深い友人関係」と f浅い玄人関部」

1 ) 髄査結果にみる f投割別に掠えられる友人j

にとって、「どんなことでも，心をnち明 ことができる入jに「親友や友人」をあ

げた高校生は60%近くであり、「家抜jの30%を大幅にしのいでいるむこの結果は、大学生につい

ても同じである。その人に何を求めるかについては、「親友や友人」には、 f遊んで騒ぐJ「かまっ

て欲しいJ「一緒になって喜んだり泣いたりして欲しいJf話をきいて欲しいし話をして欲しいJと

いった要求が多く、友人との対等な関係を重視したものが多かった。一方で、「母：親jには、

といった依存の傾向がみてとれた。年代が上がるにつれて、友人に「話を開いて欲しい」と
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する i刊に多くなり、 を ることま しなくなる 友人に心 時］

しても、そこ を る。ここには、

自包 うかがえる。

fどんなことでも る入Jに「友人」をあ 入が｝王f卦（1守 たのに対して、「自

を したい入Jに をあ をあ と同じく45%であったの

この結果は大学生についてもほぼ同

を使い分けていることが分かるむここから推察できることは、現代の青年が「友人jと f母

とによって、話す内容を変えているのと同様に、友人についても、「栢談するための友人Jと

たい友人Jというように f役割加に友人を捉えているJのではないかというこ

とである。この仮説を裏づけるのではないかと思われる

自El］記述の中に、「うまくi誌をしのぐ人間関係jと「信頼による人間関係Jとにうナけているという

ものがあった。

大学生各人の「人間関係についての考え方」に関して、高校生のときから変化したかどうかにつ

いて自由記述してもらったところ、大学生は、自分たちが大学生になることによって、人付き合い

が増えたことを自覚していることが分かる。また、人間の多様性を認識しており、「全ての入と深い

人間関係が築けるわけではない」と記述した人が多かった。「浅い友人Jという種類の人間関係が

できたということをあげる入もいる。「相手に応じて自己が変化するjことについては肯定的に

する意見が多かった。

2) 関需にhi)じた f自己の変化J

を極度に一般化、あるいは抽象化しない観点から考察するタイプのもう一つの研究は、

佐久間路子によるものである。彼女の研究は、一人の青年の1=1::iで、状況や文振に応じて異なった自

己が経験されているところに着目するむ現実的には他者に応じて白己は異なる自己を見せるにも関

わらず、関係に応じた「自己の変化jについてこれまであまり研究されてこなかったことを指摘す

るへしたがって、他者との関係に応じて自己が変化する理由や、変化することに対する自

について、および変化することを適応と捉える している。

佐久間は、アメリカの心理学者であり哲学者でもあるw.ジェームズ（WilliamJames) (1890) 
の「人は自分を認めてくれる人の数だ、け社会的自己を持つjという指摘の中に、関係に応じた自己

の多面性をみている200 ジェームズによれば、客我は「物質的客我Ji社会的客我」「精神的客我」

から成っており、「一人の人は、彼を認め役の印象を心に蔵する個人の数と同数の社会的自我を有っ

るJ。また、「人間は事実幾つかの自我に分裂する。…此の分裂は時に相互に調和せぬ分裂で

あって、…或は此の分裂は相互に完全に調和した分裂であることもあるjと指摘する210 関係に応

じて自己が変化するということは、必ずしも見せかけの自己を表明することではなく、変化をして

いても、偽りではない、また演技でもないという可能性がある。

己が分化する程度が高まる要困として、第一に認知能力

にかけて、関係に応じて自

に青年期に自己を取り巻く関

係が変化すること、つまり、具体的には幼児期から にかけての自己を取り巻く関係性の移行

ら友人へ）、第三に自己開示の深さや内容が、 じて分化していくこと、
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己の

るならば、

3) 

rn 
ても

も

ど外[Iなな袈iまiな

について、ある

る

された句抑制された与したもの、すなわち自

と るとするへしたカまって、 i時間の1iJI：究と目立ら み

lJ、｛也

じた f自己の変化j

I {t司別

られるむ

という年齢別、あるいは哲：加によっ

く、また女性より

何によって、どのように、侍のために自己 させるのかという らも、佐久fl!]

っている。侍によって自己が変化するのかについては、同！I手との関係の質（親密さ、

どりによって白分が変わるという記述と、「特定の柱i手 (I手、友人、恋人、日上の

人）Jによって自分を変えるという記述が多くみられる。また内El手の性格や行動jや「相手が自

して持つイメージによってjという記述もみられ、対象者の多くが相手や関係の質が、「自

己の変化Jに影響すると感じている250 どのように自己が変化するかについては、相手によって「い

ろいろな制面の出る程度が違うH見せる部分とi認す部分があるJ「内面や本音を出すか出さないかJ

というような、 1=1己開示の程度の変化に半数近くが言及しているヘ持のために自己が変化するの

かについては、 I{t!J良くしたいJI嫌われたくない」同fj手を理解したい」「相手を傷つけたくないj

というような相手や関係への気遣いが表われた記述が多くみられる270 

じて自己が変化することについては、多くは吉定的で、関係に時じて自分が変わること

は、「必要jなことで「当然だjというように可変牲を肯定する記述を佐久間は読みとるべ「関係

に応じて変化するjということは、必ずLも自己のすべてが変化するということを意味するのでは

なく、「関係に応じて変化する部分jと、 f変化しない部分」があると捉えられているのではないか

と推察しているヘ高校生は、友人との関係の質によって自己が変化することに抵抗を感じていな

い。すなわち、「自己の変化jをアイデンテイテイの拡散、あるいは否定的な自己分裂としては捉

えていないのである。

以上、第2章では、アンケート調査から、高校生が口栄い友人関係jを希求していること、ある

いは高校生が「深い友人関係Jと f浅い友人関係」について意識していることについて考察してき

た。高校生における友人関係の捉え方についての議論は、ひいては関係に応じた「自己の変化Jへ

と問題の焦点が移っていった。友人関係の問題は、「自己の問題jともいえる。したがって、第3

3 

( 1 ) 

アイデンティティとの関連から、高校生の友人関係について考察をする。

エリヴソン ける と

に不可欠なものとしての「アイデンティティの拡散J

E. 五．エ 1）：クソン(ErikHomburger Erikson) (1968）は、人間は生涯にわたってパーソナリテイ

くという観点から、誕生から死に至るまでのライフサイクルにおける 8つの発達段階を
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している300 ブロイトが心理

形成されるアイデンテイティ

したのに対して、エリクソンは社会的関誌の

したのである。エリクソンは、

る多くの研究より、高校生はこ

W1の只rj=1にあると考えられる。

ており、例えば、

confusion) 

とが、

がそれぞれ、より

の、

としているむ

いて再調傾向と

イデンティティj

と、そこから心理・

イヂンティティ

な強さが現れるとし

vs. identitv 

いて、

るこ

られている。また工リクソ

も

ものであると述べてい

そして身体的過程が、

るとともに、より「低次J

ることを示しているjことを強調しており、

そして発達の各段階は、人格的発達という

持繋がりを持って進んでいくものである

には、幼克期から学童期までの自分から脱して、新たな自分というものを模索するように

なる。やがて見つける自分を、エリクソンはアイデンティティ（identitv）と呼んだのである。エリ

クソンはこのアイデンティティを、「（ 1 ）幼・児童期における偶人の様々な同一化の中から、

的に、或るものは肯定し、或るものは拒絶することから現れ、そして、（ 2 ）その時代の社会的過

ち一人ひとりを認証する (identify) 仕方jから現れてくるものとしているにアイデン

テイティとは、過去から現在、未来に至るまで私は私であり、私というものを他者も認めてくれて

いる、ということが感覚として分かることなどを意味する。このアイデンティティという「偏在的

幼・児童期に経験してきた変化する多様な自己後（そして青年期に劇的に再演されるそ

れら）と、若者たちに対して選択と系統のために提供される様々な役割機会とを、徐々に調和させ

ていくものJである :l'.lo 青年期には f自分が何者であるか」 f自分は何になるのかム「自分はどんな

自分を選ぶべきなのか」ということが関われることとなる。そこでは、現実や大入社会と突き合さ

れながらも、これまで自分を突き崩したり見失う経験を経て、 jj己を選択し、自己を定義し、

な自分というもの させていかなくてはならない。ただし、 してきたアイデンテイ

テイ てしまうことを意味するのでiまない。そ ものばかりで

はなく、 を患ったり、反社会的な道に入っていくこともある。

こにリクソンは、アイデンティティの対立命題として、「アイデンテイテイの拡散Jがあるとして

いる。 J.コールマンと L.ヘンドワーは、エリクソンの述べる fアイデンティティの拡散」には

以下の 4つの構成要素があると指摘する。第ーが、「自分自身のアイデンティティを失う恐れから、

な対人関係に関与したり取り組むことを恐れる」ことからくる f親密性の問題Jである:l40 第

二が、 られないこと ないといった

る350 そして第三に、 f仕事や勉強において現実的なや与方で自分の能力を利用することが出来な

いJと感じてしまう「勤勉牲の拡散jであり、第四に「両親やその地の重要な大入が望むのと正反

対のアイデンテイテイ してしまうjという アイデンティティの械念Jである
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ティ

ま

と

ティティ

においてこの凶つ

長i ら

し

レ

るとしているわけではないが、アイデンティ

ると捉えられたむ

という強さは、 f幼児的な信頼と成熟し と

を説的人物から指導者に向

(role repudiation) Jがあるヘこの はアイデン

ら

しようとする、 与、エリクソンは、

イデンティティ

ヴ
0 

は、悟入のアイデンティテイ

そしてこ

このように、

テイテイ

てしまえ るものではなく、

このアイデンティティ

していく

ティティの拡散jや

る。

るりまた、アイデンティティへのIHドミ辻、

ら成人男j初期jにかけて操り返

る

にとって、

アイテ2ン

し

され、白う？の可能性を自由に ことを、エリクソンはじ心理ー社会的猶予期間

ラトワアム）Jと呼んだ。 とっては、 に否定的な日を向け、これま

での自分を！院して新たな自 しようとしているこ こそ、その後、アイデン

テイティを形成していく しているのだと捉えることができる。

( 2) イデンテイチイ しないこと

J. L. マーシャ（Marcia,J. L) (1966、1980、1993) は、エリクソンが提唱した fアイデン

テイティの獲持」と「アイデンティティの拡散」という概念を実証的に分析し、アイデンティテイ

の状態を「アイデンティティ達成型Jrモラトリアム型Jr早期完了型Jrモラトリアム拡散型jの
4つに類型化する見方を提唱した390 この 4つの見方は、アイデンテイティを模索する青年の姿を

に捕しミたものになってお丹、この見方の中では、アイデンティティを早く獲得することがその

入にとって望ましいとは限らないことが示されている。「早期完了型」は、アイデンティティ

をほとんど経験していないが、社会や親の知i値観・生き方をそのまま受け入れ、そ

れを自分のアイデンテイティとしてしまうようなタイプである。この「早期完了型Jの人は、自己

をあまり疑わずに維持しているため、パーソナリテイが硬いという問題点があるという。そして、

そのままモラトリアムを経験しないままでいる入には、親子分離が上手くできなかったり、

まれる不安を抱えてしまう傾向があるといわれる。アイデンティティを自分自

しないことは、様々な弊害をもたらす可能性があるのである。このように、アイデンテイティを

るために、「アイデ、ンティティの拡散jや「役説否定jを経験し、 iヨ分自身で試行錯誤して

自己 ることは、後の発達段階や生き方に大きな影響を与える重要なものであるといえる。
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( 3 ) アイデンティティ

は、

面から大人へと

内省的になり、自

しみ

成しつつある自己を

な関心事になるj

いえる。また、自

う。一先立的に

ている。そして、自

期以前の

アイヂンテイティの獲得といっ

る。また青年WJは、

自分が他人からどう見られているかに気づき、

自己ヰI，心’，守uま内省と密接に
ると、しばらくは内的世界のこ

になることは、

と る自

という男

の一つである、

の行動や振る舞いにも影響し、アイデンテイテイ

なっていく。この白

も関係してくる。

また、友人関係も青年期に入札成人W1へと

大人の世界の価値を媒介し、より

しく

るとしミ

され

人

さらには流行も伝え、視野を広げ、大人の権威から独立してふるまう能力をfrltiますの

ともいわれている，lJO 友人関係において、社会牲を身に付けていく訓練をするのである。

このような友人関係も、青年期が進むにつれて幾つかの特鍛を持つようになる。まず、年齢が上が

るにつれて排他的になる。また、多くの研究者が「青年期ヰi期に仲間から受容されたいという欲求

があるjことを指摘している九青年期中期には、友だち集団への向調が高まるが、その後自

独自性や主体性に自信を持ち、社会的役割が明確になることで、向調や仲間から認められたりサ

ポートされることにそれほど頼る必要がなくなる。このような傾向は、

と高校生の f友人関係の悩み」の内容にも表われているといえる。

さや広さ、禁について悩んでいる者が多く、高校生はヰI身のある深い人関関係

の悩みが多くみられる。場語によって自己を使い分けることや他人への不信、

ける大

どうにか親しい人間関係を能っていこうと

これまでの価値観からこのような生き

に自己の使い分けを行ってみるが、

ど、青年たちが試行錯誤して

いる様子が、調査結果からうかがうことができる。また、 らは、人間関係

会的な位置づけにおいて捉えている見方も出始めており、同 中においても、

個人によって発達の度合いが異なっていることが分かる。

これらのことから、調査結果にみられる高校生が、「人に親切にしようとしながらも、親しくない

入とは距離を量いてしまっていること」は、必ずしも問題があると決めつけることはできない。多

自尊感情を持ち、多様なアイデンティティ獲得における危機に直面している高校生同士が、

人関係の！こj::tで自分の生き方や自分自身を模索しているのである。このような理由から、青年期前

られる成長段階の中身を考慰することなく、大人や社会がこの時期j

を、過震に一般化したイメージで捉えたり、否定的な見解から短絡的に

として担上にのせることは、彼（女）たちにとっての大切な試行錯誤の時期を脅かすこと

になりかねないといえるだろう。 （輿：i丑彩海）
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Masumi IwascぺAyamiOkuda* and I-Iaruhiko Matsushita料

The purpose of this research is to 

peer relationships and friendship. 

how the Japanese adolescents today make their 

Firstly. the paper revievvs the reseai・chon the Japanese youth or youth culture of the past 

and the present. and the comparative studies on the ways of developing friendship between 

Japanese youth and foreign countries・ youth. In the well開knownresearch in 197 4. Matsubara 

reviewed several surveys on adolescents in those days and pointed out the following facts; one of 

four young people in Japan answered that he (she) did not have close friends while searching for 

intimate friendship; even though the young people in Japan apparently had a tendency to show 

themselves as being indifferent. actually wanted close. empathic and supportive relationship 

with other people. The recent studies on the attitudes and characters of the present youth (for 

instance, Hayamizu. Suwa and others) have been colored by the relatively negative views. They 

characterized the young Japanese as people who tended to define themselves as being illusionary 

almighty or virtual competent even if they were not. 

Secondly, the paper analyzes the result of our survey on peer relationship and friendship 

among high school students and college students in Tokai areas. They were given the 

questionnaire of 14 questions and also asked to write their own ideas on friendship. The findings of 

our investigation are that most of high school students seek to enjoy deep friendship although 

they seem to feel some difficulties in keeping their peer relationship sound. On the other hand, 

among their friends, they tend to make a difference between a deep friendship and a shallow one 

in daily life. These results of our survey are supported by Tsutomu Okada’s research.五e

categorizes the young into three types; the one who wants to be in group, the one who wants to 

shut oneself away, the one who wants to associate with his or her friends individually. In Okada’s 

view, the third type, the traditional type, has decreased in number. Another recent research which 

supports our results is Michiko Sakuma’S analysis on self-identity of the youth. Following W. 

James' idea that one develops multiple social嶋田lvesin accordance with the number of others who 

recognize him or her. Sakuma points out that one shows himself or herself as different selves in 

Graduate Student, Graduate School of Education and Human Development, Nagoya University 

Professor, Graduate School of Education and Human Development, Nagoya University 
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different interper刈sonalcontexts. In her view. the di百erentselves in the same one person do not 

mean the diffusion of 

Third！｝ヘ thepaper explores the studies on the development of self-identity. In Eriksonian 

ideas, identity and the diffusion of identity must both be understood and accepted in order for 

fidelity to emerge as a viable solution in adolescence. But our investigations and Sakuma' s study 

suggest that the diffusion of identity has been rather positively accepted among the young in 

Japan. They show themselves as different selves in different situations. 

The paper concludes that the negative evaluation on the young in Japan should not be 

It is true that quite a few people insincerely associate with their friends, but also true 

that they really wish to be befriended heartedly. Our study suggests that we have to be careful 

not to impose the negative image of young on adolescent so that they virtually take on such 

negative effect. 
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